
十
月
一
八
日
、
一
九
日
の
二
日

間
か
け
て
北
都
信
金
、
京
信
、
中

信
、
京
都
信
用
保
証
協
会
を
訪
問

し
、
景
況
感
や
コ
ロ
ナ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

融
資
の
返
済
問
題
等
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
に
は
大
門
前
参
議
院
議

員
、
田
村
貴
昭
衆
議
院
議
員
秘
書

の
村
高
さ
ん
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

訪
問
の
趣
旨
は
急
激
な
円
安
と

す
べ
て
の
物
価
高
騰
で
厳
し
い
中

小
企
業
に
対
す
る
影
響
と
支
援
に

つ
い
て
で
し
た
。

特
に
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
が
本
格
的
返
済
を
控
え
日

本
経
済
の
土
台
を
支
え
て
い
る
中

小
企
業
が
、
コ
ロ
ナ
危
機
と
原
材

料
・
燃
料
な
ど
の
物
価
高
騰
に
よ

る
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
苦
し
ん
で
い

ま
す
。
中
小
企
業
は
、
企
業
数
で

全
体
の
九
九
・
七
％
、
雇
用
者
数

で
お
よ
そ
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
を
救
う
対
策
は
日
本

経
済
の
再
生
に
と
っ
て
も
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
返
済
が
厳
し
い

と
見
ら
れ
る
中
小
企
業
の
特
別
支

援
が
必
要
と
い
う
点
で
共
通
の
認

識
を
確
認
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
や
私
た
ち
の
く
ら
し

の
厳
し
さ
は
、
民
間
信
用
調
査
会

社
の
調
査
で
も
は
っ
き
り
と
表
れ

て
い
ま
す
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
が
一
七
日

に
公
表
し
た
円
安
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
九
月
の

一
ド
ル
＝
一
四
三
円
前
後
の
円
安

で
経
営
に
「
マ
イ
ナ
ス
」
と
回
答

し
た
企
業
が
五
四
・
一
％
と
半
数

を
超
て
い
ま
す
。
一
ド
ル
＝
一
三

七
円
前
後
だ
っ
た
八
月
の
前
回
調

査
か
ら
五
・
四
ポ
イ
ン
ト
悪
化
。

円
安
の
進
行
と
同
時
に
企
業
経
営

へ
の
影
響
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

食
品
関
連
の
業
種
は
円
安
の
影

響
は
大
き
く
、

「
飲
食
店
」
の

八
五
・
一
八
％
、

「
食
料
品
製
造

業
」
の
八
〇
・

八
三
％
が
経
営

に
「
マ
イ
ナ
ス
」

と
回
答
し
ま
し

た
。岸

田
政
権
は
「
円
安
の
メ
リ
ッ

ト
」
を
生
か
す
政
策
と
し
て
外
国

人
旅
行
者
の
受
け
入
れ
拡
大
や
、

日
本
企
業
の
国
内
回
帰
な
ど
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
政
策
を

と
っ
て
も
、
物
価
高
の
被
害
を
受

け
る
中
小
企
業
と
国
民
を
救
う
こ

と
に
な
り
ま
せ
ん
。

一
〇
月
の
消
費
者
物
価
は
三
％

と
な
り
、
消
費
税
増
税
の
影
響
が

あ
っ
た
月
を
除
け
ば
三
一
年
ぶ
り

の
大
幅
上
昇
で
す
。
二
〇
二
二
年

度
の
家
計
負
担
が
年
間
八
万
円
以

上
増
え
る
と
の
試
算
も
民
間
シ
ン

ク
タ
ン
ク
で
出
し
て
い
ま
す
。

大
企
業
が
円
安
の
為
替
差
益
で

利
益
を
確
保
し
、
経
常
利
益
が
過

去
最
高
に
な
る
一
方
、
中
小
企
業

が
原
材
料
高
で
減
益
に
な
っ
て
い

ま
す
。
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
は

輸
出
や
海
外
事
業
で
も
う
け
る
一

部
の
大
企
業
で
す
。
内
需
を
中
心

と
す
る
大
多
数
の
企
業
に
と
っ
て

円
安
は
利
益
を
圧
迫
す
る
要
因
で

す
。岸

田
文
雄
政
権
も
日
本
銀
行
も

円
安
に
打
つ
手
が
な
く
、
金
融
政

策
は
完
全
に
手
詰
ま
り
で
す
。
無

為
無
策
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
続
け

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
中
小

企
業
支
援
と
一
体
の
賃
上
げ
や
消

費
税
減
税
で
日
本
経
済
を
活
性
化

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
、
岸
田
内
閣
の
無
為
無

策
政
治
を
変
え
て
、
暮
ら
し
応
援

の
政
治
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。
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原田 完です
がんばります

政
治
の
責
任
で
消
費
税
減
税
・
賃
上
げ
を
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朝の風
片付けに追われる人生？

アメリカの雑誌『ＴＩＭ
Ｅ』で「世界で最も影響力
のある１００人」に選ばれ
たこともある近藤麻理恵さ
んは「片付けコンサルタン
ト」として活躍している。
日本で「片付けで人生が変
わる」と注目され、今はア
メリカでも「片付け」で有
名になっているとか。

確かに家の中にあふれる
物をどう片付けるかは、国
を超えて問題になっている
のだろう。

「断捨離」や「ミニマリ
スト」もはやりで、いかに
身の回りから物を減らすか
は、多くの人にとって「大
問題」だ。

資本主義社会では、いか
に商品を売って利益を得る
かが第一の課題だ。私たち
は「ちょっと便利」、「新

機能付き」「癒やされる」
などのうたい文句につられ
て、あるいはストレス発散
のために、必要ないものも
買ってしまう。百円均一店
がどこにでもあるから、ま
すます気軽に買ってしまう。
すると家の中の物がどんど
ん増えて、必要なものが見
つからず、探すのは面倒だ
からまた買うという悪循環
に陥る。

そして大量のゴミが発生
し、温暖化が進むことにも
なる。

安易に物を買うという行
為やそれを促す社会の仕組
みを変えなければ、片付け
に追われる人生も地球温暖
化もストップすることはで
きない。(松)

中京国政・府市政報告会のご案内

日時 １１月１３日（日）

午後２時～

場所 京都アスニーホール

（丸太町通り七本松西入る北側）

弁士

原田 完 府会議員

平井 良人 市会議員

田中 ふじこ 府政政策委員長、

くらし・子育て相談室長

倉林 明子 参議院議員

岸
田
政
権
の
経
済
政
策
の

転
換
は
待
っ
た
な
し

あなたの声をお聞かせ下さい

コロナ禍、物価高騰が続いてい

ます。お困りごとは何でもご相談

下さい。府政アンケートに取り組

んでいます。ご協力をお願いしま

す。

日本共産党京都府会議員団

電話075－414ー5566


